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基本目標別の取組方針

第 章5

事業群

❶水産資源の維持・増大のための適切な資源管理の推進と漁場づくり

（1）実効性のある自主的な資源管理と効果的な種苗放流※による水産資源の維持・回復
●●県が策定した「資源管理方針※」に基づき、漁業者の自主的な資源管理措置等を定めた「資
源管理協定」について、操業実態や資源調査等のデータに基づく協定の効果検証・見直しを
定期的に実施し、より実効性のある資源管理を推進します。

●●水産資源の底上げを図り、漁業の経営安定に資する栽培漁業を展開するため、市場性が高
く高水温等の海洋環境の変化に対応した放流対象種に重点化するとともに、種苗の安定生
産・供給に必要な施設・機能の再編等に取り組み、効率的な放流事業を推進します。

スマート水産技術を駆使した効率的な操業

ガザミ種苗 マナマコ種苗クエの種苗放流

基本目標１　持続可能で収益性の高い経営体づくり
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基本目標別の取組方針

第 章5 基本目標１　持続可能で収益性の高い経営体づくり  �

（2）適切なTAC管理※による特定水産資源※の持続的な利用
●●新たなTAC管理対象魚種※については、導入当初の柔軟な運用として段階的に順次実施す
る「ステップアップ管理」を踏まえ、県内の漁獲情報収集体制の確立、県内漁獲枠配分の試
行・検討のため県内漁業関係者と協議を行いながら、本格的なTAC管理への円滑な移行に
取り組みます。

●●TAC管理対象魚種の漁場形成や来遊の大幅な年変動、混獲などに柔軟に対応するため、県
外の漁業関係者と関係を構築し、漁獲枠の融通などによる資源の有効活用を図ります。

●●国（水研機構）と連携して、漁業関係者の理解と協力を得ながら、資源評価の精度向上に取
り組みます。

※�TAC管理対象魚種（本県に関係が深いもの）：マサバ・ゴマサバ、マアジ、マイワシ、サンマ、クロマグロ、スルメイカ、カタクチイワシ、ウル
メイワシ、マダイ、ブリ●
（下線部は、令和2年漁業法改正以降の新たなTAC管理対象魚種）

【ステップアップ管理のイメージ】 ４年目～３年目２年目１年目

３年間を想定

SH会合・
水産政策審議会

TAC意見交換会・
水産政策審議会

一定の取組が
進んでいる
資源

電子的手法を
活用した漁獲
情報の収集等

３年以内に
レビュー

現在

＜ステップ３＞
①資源管理目標・漁獲シナリオの再設定とそれ
に基づくTACの設定・都道府県等へ配分
②採捕停止命令を伴うTAC管理の実行
③管理措置の早期レビュー及び必要な見直し

＜ステップ２＞
ステップ１の取組に加え、
①都道府県等への配分の試行（目安数量の提示）
②ステップ３に向けて、管理の運用の検討・試
行

＜ステップ１＞※この段階から特定水産資源として指定
①TAC報告の義務化
②TAC報告状況の確認・情報収集体制の確立
③資源毎の課題に対する取組の実施

国が示すTAC管理のステップアップの考え方
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基本目標１　持続可能で収益性の高い経営体づくり  �

(3)適切な漁業管理と漁業取締による漁業秩序の確保
●●水産資源の管理と持続的利用を図るため、漁業許可制度の適切な運用と漁業調整により漁
業秩序を堅持します。

●●水産資源に悪影響を与える悪質な密漁を撲滅するため、漁業違反通報を24時間受理し、漁
業取締船５隻及び航空機等の他、海上保安部、水産庁、警察といった他の取締機関と合同
で取締りを行い、違反者には厳格に対処します。

●●漁業違反情報が多い海域や夜間に取締船を集中配備し、取締りを強化します。

●●悪質な密漁者を検挙するため、時速40ノット以上の速力や証拠採取のための暗視カメラを
搭載した取締船の能力を活かした取締りを行います。

●●漁協等と連携して漁場監視及び啓発活動を行い、密漁を抑止します。

県の漁業取締船

船名 トン数
かいりゅう 85
かいおう 99
はやぶさ 99
おおとり 84
ながさき 77

漁業取締船かいりゅう（令和６年６月竣工）

●●遊漁に対しても資源管理や漁場の秩序ある利用に関するルールを浸透させながら、漁業と
の共存を図ります。

●●安心して持続的に漁業活動を行うため、漁業集落等が自ら行う国境・水域・漁場等の監視な
どの取組を推進します。

●●我が国排他的経済水域※の境界線の画定と中国及び韓国等の外国漁船の不法操業に対す
る取締りの強化を引き続き国に要望します。
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基本目標１　持続可能で収益性の高い経営体づくり  �

(4)水産資源の底上げを図るための漁場環境の保全・改善
●●海水温の変化に適応し、効果的な藻場回復を図るため、高水温に強い種苗を導入した藻場
礁の整備を行うとともに、植食性魚類からの食害を防ぐ仕切り網等の設置による食害防止
対策や食害生物の有効活用を推進します。

●●漁場の生産力を向上させるため、漁業者が行う藻場・干潟の保全活動や漁場の管理・改善
を推進するとともに、ブルーカーボンクレジットを活用した保全活動体制の強化を進めま
す。また、近年の豪雨に伴う陸域からの泥土の流入や高水温等による漁場環境悪化への対
応として、海底耕うん※等による漁場環境の保全・改善の取組を推進します。

●●漁場の保全を図るため、海洋プラスチックを含む漂流・漂着ごみの除去や、漁業系廃棄物等
の適切な処理とリサイクルの普及啓発を推進します。

食害対策で回復した海藻群落 漁業集落の食害対策によるヒジキ場の再生

（5）安定した漁業生産活動を支える漁場整備の推進
●●漁場の生産力向上を図るため、沿岸域においては利用頻度が高く効果が確認された人工魚
礁を更に拡大するとともに、沖合域では、国が整備したマウンド礁と連携し、より高い増殖
効果を発揮するマウンド礁の造成を推進します。

人工魚礁に集まる魚群 基礎生産力を高めるマウンド礁

湧昇流の発生
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